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我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
竹
島
で
大
韓
航
空
機
が
示
威
飛
行
を
行
っ
た
こ
と
に
対
す
る
政
府
の
対
応
に
関
す

る
再
質
問
主
意
書

本
年
六
月
十
六
日
、
韓
国
の
大
韓
航
空
機
が
我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
竹
島
の
上
空
で
示
威
飛
行
を
行
っ
た
。
右
に
対

し
、
政
府
、
外
務
省
は
、
七
月
十
八
日
よ
り
一
カ
月
の
間
、
公
務
で
大
韓
航
空
の
飛
行
機
を
利
用
し
な
い
旨
の
通
達
（
以
下
、

「
通
達
」
と
い
う
。
）
を
出
し
て
い
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
七
第
三
四
七
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す

る
。

一

「
通
達
」
は
外
務
省
職
員
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
他
府
省
庁
の
職
員
が
、
大
韓

航
空
機
を
利
用
し
た
事
例
は
あ
る
か
と
の
問
い
に
対
し
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
外
務
省
以
外
の
府
省
庁
の
職
員
に
つ
い

て
は
、
本
件
措
置
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
『
「
通
達
」
に
反
す
る
形
で
大
韓
航
空
機
を
利
用
し
た
事
例
』
は
な
い
と

考
え
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
は
、
当
方
の
質
問
主
意
書
を
受
け
て
か
ら
政
府
と
し
て
そ
の
よ
う
な
事
例
が

な
い
か
調
査
を
し
た
上
で
の
答
弁
で
あ
る
の
か
。

二

外
務
省
以
外
の
他
府
省
庁
の
職
員
が
、
七
月
十
八
日
か
ら
現
時
点
ま
で
、
公
務
で
大
韓
航
空
の
飛
行
機
を
利
用
し
た
事
例

は
な
い
か
。
改
め
て
質
問
す
る
。

一



三

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
竹
島
問
題
に
係
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
回
の

大
韓
航
空
機
へ
の
搭
乗
を
自
粛
す
る
措
置
に
つ
い
て
も
、
外
務
省
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
時
点
で

は
、
他
の
府
省
庁
に
お
い
て
大
韓
航
空
機
へ
の
搭
乗
を
自
粛
す
る
措
置
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な

さ
れ
て
い
る
。
竹
島
問
題
は
外
務
省
が
一
義
的
に
対
応
す
べ
き
問
題
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
本
年
七
月
二
十
七
日
の
衆
議
院

外
務
委
員
会
で
松
本
剛
明
外
務
大
臣
は
「
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
政
府
内
で
統
一
を
し
て
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
国
全
体
と
し
て
確
固
た
る
意
志
を
示
す
上
で
、
同
省
職
員
だ
け
で
な
く
、
全
政
府
職

員
が
大
韓
航
空
機
の
利
用
を
自
粛
す
る
と
い
う
、
統
一
し
た
対
応
を
と
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
外
務
省
職
員
の
み
を
対
象

と
す
る
の
で
は
な
く
、
「
通
達
」
を
他
の
府
省
庁
職
員
、
全
政
府
職
員
に
適
用
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
菅
�
人
内
閣

総
理
大
臣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


